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1.RS3BAR(RS2BAR) for ApeosWare Flow Service について 
 

[処理の概要] 
バーコード(QR コード，CODE39，UCC/EAN128 など)のイメージを含むイメージデータ(TIF

F，JPEG など)に対してバーコード情報の読み取りを行い，読み取った情報を利用して様々

な付加価値を与え XDW，PDF/PostScript，TIFF，CSV データに変換して出力を行います。 
 

[バーコードの読み取りとは] 
バーコードの読み取りとは、イメージ画像の中からバーコード部分を自動的に探しだし、

バーコード情報を読み取る処理です。OCR 機能と似ていますが OCR 機能と比較して誤認識

率が非常に低いことが特徴で、可読できるバーコードのイメージを貼り付けることがで

きればどのようなイメージデータからでも精度の高い情報取得が行えます。 
 

 

 

 

[認識可能バーコード] 

名称 内容 

QR QR コード。型番は任意。(2 次元) 

CODE39/128 Code39/128。桁数は任意。 

GS1-128(EAN128) Code128 のうち、GS1-28 規格に適合するもの。 

JAN8/13 JAN 及び、EAN コードのうち、8/13 桁のもの。 

ITF ITF。桁数は任意。 

NW-7 NW-7。桁数は任意。 

CUSTOMER 郵便カスタマバーコード。 

PDF417 PDF417 バーコード。(2 次元) 

GS1 DataBar 

(RSS) 

GS1 DataBar バーコード。 

(7 種類のタイプをサポート) 

GS1 合成シンボル 

(EAN.UCC 合成シンボル) 

GS1 合成シンボル。合成コンポーネントタイプ、 

リニアコンポーネントタイプは任意。(2 次元) 

BLANK 空白ページの認識が可能。(空白をバーコードに置換) 

 

 

※2 次元コード(QR，PDF417，GS1 合成シンボル)は、RS3BAR for ApeosWare Flow Service のみ対応

しています。RS2BAR for ApeosWare Flow Service では、2 次元コード(QR，PDF417)を利用できま

せん。 

 

 

”A123456SR” 



  

 

2.処理概略図 
 

[ApeosWare Flow Service との連携について] 
RS3BAR(RS2BAR) for ApeosWare Flow Service は ApeosWare Flow Service のプラグイン

として動作し、基本構成の「加工方法」の機能に該当します。「取り込み元」で取り込

んだデータに対し、バーコード情報の認識や情報の付加に関する様々な処理を行い付加

価値を与え「配信先」に出力します。 
 

 

 

 

 

 

 

変換元となる 

バーコード情報を含む 

イメージデータ 

①「入力データ」 

 

 

 

 

・スキャンデータ 

・受信 FAX データ 

 

 

（TIFF,PNG,JEPG など 

20 種類を超える 

フォーマットをサポート） 

②「入力データ」 

 （受信フォルダ） 

進展ボックス 

一般のフォルダ 

 

 

 

 

 

 

・バーコード情報の解析 

・バーコード情報の付加 

・データ加工(仕分け・削除) 

・データ変換(フォーマット) 

②「加工方法」 

RS2BAR / RS3BAR 

for 

ApeosWare Flow Service 

 

 

・XDW（DocuWorks） 

・PDF/PostScript 

・TIFF 

・CSV 

上記のデータ形式への変換を

行い、さまざまな形でバー

コード情報を付加します。 

④「配信先」 

ApeosWware 

Flow 

Service 

 

自動監視 

と 

処理の指令 

フォルダの 

監視 出力設定 

受信データ（FAX） 

スキャニングデータ 

ファイルのコピー＆ペーストなど 

変換元ファイルとして認識 

変換（データの出力） 

変換指令 



  

 

3.情報付加機能について 
 

[XDW，PDF の添付ファイルとして情報を付加する] 
読み取ったバーコード情報を出力したテキスト(CSV)ファイルを出力ファイルに添付

ファイルとして付加します。(XDW，PDF 出力時のみ有効) 
 

 

 

[XDW のアノテーションとして情報を付加する] 
バーコードのイメージ下に読み取ったバーコードの情報をアノテーションとして付加し

ます。(XDW 出力時のみ有効) 
 

 

 

 

 

 

 

 

認識 

バーコード 

バーコード情報を取

得してテキストアノ

テーションとして付

加します。 

付加した 

アノテーション 

 

【CSV ファイル】 

付加した 

添付ファイル 



  

 

[XDW の概要に情報を付加する] 
読み取ったバーコード情報を XDW の概要にある「キーワード」、「コメント」、「タイ

トル」いずれかに付加します。(XDW 出力時のみ有効) 
 

 

 

[イメージ合成で情報を付加する] 
バーコードのイメージ下に読み取ったバーコード情報をイメージ合成して追加します。 

(XDW，PDF/PostScript，TIFF 出力時有効) 
 

 DocuWorks Desk 上 

｢表示｣→｢インフォビュー｣→｢プロパ

ティ｣のタブで｢キーワード｣または｢コメ

ント｣、「タイトル」にテキスト情報とし

て付加したバーコードの内容を確認する

ことができます。 

右クリックの｢プロパ

ティ｣→｢概要｣タブで

も確認することがで

きます。  
認識 

バーコード 

付加した 

バーコード情報 

 

Sample Image 

QR,”KDconvert”  

CODE128,”20050917”  

付加した 

合成イメージ 

付加した 

合成イメージ 

【変換後のデータ】 

 

Sample Image 

認識 

バーコード 

 

 

【変換元データ】 

認識 

バーコード 



  

 

[情報イメージページを追加する] 
出力データの先頭(前)又は、最後(後ろ)に読み取ったバーコード情報をイメージ化して

生成したページを追加します。(XDW，PDF/PostScript，TIFF 出力時有効) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変換元のデータからバーコードの

情報を読み取り内容をテキストイ

メージ化したデータを新規に作成

します。 

【生成データ】 

新 規 イ メ ー ジ

データの追加 

 

【変換元データ】 

 

 

・後(最後尾)に追加 

新規 

イメージ 

元 

イメージ 

・前（先頭）に追加 

元 

イメージ 

新規 

イメージ 



  

[属性項目への情報追加] 
バーコードから取得した情報を ApeosWare Flow Service の属性項目に登録します。登録

した情報を後続のプラグインで利用することができます。 
 

 

①｢加工方法｣-｢文書名｣、｢配信先｣における｢文書名の追加｣において読み取った情報を属性として利用するこ

とによりバーコードの内容を出力ファイル名にすることができます。 

 

 

 

②｢配信先｣-｢メール送信｣において読み取った情報を属性として利用することにより、バーコードの内容を

「宛先(メールアドレス)」、「件名」、「本文」などに使用することができます。 

変換元のデータに「宛先(メールアドレス)」となるバーコードを貼り付ければその宛先に自動でメールを

送信することができます。 

 

 

 

 
認識した 

バーコードの情報 

 



  

 

③｢加工方法｣-｢フォーマット変換｣の XDW へのデータ変換時におけるアノテーションの貼り付けにおいて読

み取った情報を属性として利用することにより任意の位置にアノテーション(テキスト・付箋)として出力

することができます。 

 

 

 

④｢配信先｣の機能における｢配信条件の設定｣において、読み取った情報を属性として利用することにより

バーコードの情報に対してキーワードで検索を行い一致した(一致しない)条件にのみ配信(出力)すること

ができます。バーコードの内容から配信(出力)を行いたい先を限定することができます。 

 

 

 

 

 

 



  

 

4.編集機能について 
 

[分割機能に関するサンプル] 
バーコード情報(白紙の指定が可能)を含むマルチページデータに対してバーコード情報

を検出したページごとに区分けして出力を行います。バーコードや白紙ページ毎に仕分

けして出力する場合に利用します。 
 

 

①バーコード情報を検出したページごとに区分けして出力を行います。(バーコードごと) 

 

 

 

②先頭から順番に情報を比較してバーコードの内容(同じ情報)単位に仕分けを行う 

(バーコードの内容ごと) 

 

 

同じバーコード情報 バーコードのないデータは

同じ情報として扱う 

用紙の取り込み順番方向 

[1P] [2P] [3P] ･･･ 
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バーコードを 

認識したデータ 

用紙の取り込み順番方向 

[1P] [2P] [3P] ･･･ 
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③全てのページに対してバーコードの内容(同じ情報)単位に仕分けを行う 

(バーコードの内容ごと(順不同)) 

 

 

 

 

A.tif 

 

Ⓐ 

 

Ⓐ 
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NODATA.tif 

 

Ⓑ 

 

Ⓑ 

 

Ⓑ 

 

B.tif 

用紙の取り込み順番方向 

[1P] [2P] [3P] ･･･ 

 
 

Ⓐ 
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Ⓑ 
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[削除機能に関するサンプル] 
バーコード(白紙)情報を含むデータに対してバーコード(白紙)情報を検出したページを

削除します。バーコードがあるページや白紙ページを削除する場合に利用します。 
 

 

 

[ファイル名生成機能] 
読み取ったバーコードの情報をファイル名として使用します。 

 

 

 

☀ 
 

☂ 
 

Ⓐ 

 

Ⓑ 

 

Ⓒ 

 

バーコード情報のあるページは削除 

(白紙をバーコードに置き換えて削除可能) 

   

 

バーコード情報のないページのみ出力 

出 力 

 

☀ 
 

☂ 

バーコードの内容をファイル

名として利用する。 

【変換後のデータ】 

 

KDconvert.tif 

【変換元データ】 

 

Sample.tif 

 

認識バーコード 

内容は“KDconvert” 



  

 

[認識したバーコード情報の加工機能] 
認識したバーコード情報を任意の条件で、連結・削除・分割することが可能です。また、

分割時には任意の位置で分割や任意の範囲からの抽出、特定の文字列を分割文字として

扱えます。  
 

①認識したバーコード情報を指定文字で削除する  

認識したバーコード情報から、指定された削除文字と一致する箇所を削除します。 

(例) 

認識情報：“123ABC456DEF” 

削除文字：“ABC” 

処理結果：“123456DEF” 

 

②認識したバーコード情報を指定文字で連結する  

認識したバーコード情報を指定された連結文字で連結します。 

(例) 

認識情報：“123”,“ABC”,“456”,“DEF” 

連結文字：“-” 

処理結果：“123-ABC-456-DEF” 

 

③認識したバーコード情報を指定された条件で分割する 

任意の位置、任意の範囲として指定する場合の分割文字の単位は、全半角問わず n 文字目です 

◇指定された文字列を分割文字として扱い、認識したバーコード情報と一致する箇所を分割します。 

分割文字として扱われた情報は削除されます。 

(例) 

認識情報：“123ABC456DEF” 

分割文字：“ABC” 

処理結果：“123”,“456DEF” 

◇認識したバーコード情報を任意の位置で分割する 

(例) 

認識情報：“123ABC456DEF” 

分割位置：“3,6,9” 

処理結果：“123”,“ABC”,“456”,“DEF” 

<指定可能なパターン>(n,m には任意の数字が入ります。) 

n ：n 文字目で区切ります。 

n- ：n 文字目以降を取得します。 

n-m ：n 文字目から m 文字目の範囲を取得します。 

◇認識したバーコード情報から任意の範囲を抜き出します。 

(例) 

認識情報：“123ABC456DEF” 

抽出範囲：“4-9” 

処理結果：“ABC456” 

<指定可能なパターン>(n,m には任意の数字が入ります。) 

n ：n 文字目を取得します。 

-n ：n 文字目までを取得します。 

n- ：n 文字目以降を取得します。 

n-m ：n 文字目から m 文字目の範囲を取得します。 

 



  

 

5.商品導入の背景、狙い 
 

[特徴１] 
ApeosWare Flow Service の機能と組み合わせることによりバーコードの付いたスキャニ

ングデータや FAX データを様々な形(ファイル名の変更、フォルダ配信、不要ページの削

除、自動成立)で編集することが可能です。 
 

 

[特徴２] 
バーコードから読み取った情報をテキスト情報として付加できるため、検索など、テキ

スト情報を利用するデータ運用が可能になります。 
 

 

[特徴３] 
バーコードから読み取った情報を出力ファイル名に利用する、関連付けされた配信先に

出力するといった機能を使うことにより様々な自動化に利用することができます。 
 

 

[特徴４] 
バーコードの読み取りは、OCR 機能と似ていますが OCR 機能と比較して誤認識率が非常に

低いことが特徴で、可読できるバーコードのイメージを貼り付けることができればどの

ようなイメージデータからでも精度の高い情報取得が行えます。 

QR コードについては、設定により一部欠損がある場合でも認識が可能です。 
 

 

[特徴５] 
ApeosWare Flow Service の属性項目にバーコードの内容を付加(登録)することにより、

バーコード内容を ApeosWare Flow Service のメール送信機能の宛先・本文内容に使用す

る、DocuWorks 変換機能のアノテーションとして利用する、配信先機能の配信条件に使用

することができます。 

 
 

 

 

 

 



  

 

6.その他 
 

[動作環境について] 
>「RS3BAR(RS2BAR) for ApeosWare Flow Service」を利用するにあたり、以下の富士ゼ

ロックス社製品が必要になります。 

・ApeosWare Flow Service 1.0 ～(必須) 

「RS3BAR(RS2BAR) for ApeosWare Flow Service」は ApeosWare Flow Service のプ

ラグイン製品となっており ApeosWare Flow Service の仕様に準拠します。 

・DocuWorks 6 / 7 / 8 

XDW ファイルの入出力を行う場合に必要になります。 
 

> 対応 OS(32 ビット環境のみ) 

・Windows Server 2008(Standard Edition/Standard without Hyper-V Edition 

Enterprise Edition/Enterprise without Hyper-V Edition) 

・Windows7(Enterprise Edition/Professional Edition) 
 

 

[価格] 
◇RS3BAR for ApeosWare Flow Service 

・販売価格：\400,000(税抜き) / 1 ライセンス 

 1 次元バーコード＋2次元バーコードの認識に対応 
 

◇RS2BAR for ApeosWare Flow Service 

・販売価格：\300,000(税抜き) / 1 ライセンス 

 1 次元バーコードのみ認識に対応 
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